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第 32 回 口頭弁論調書十併説得〉

事件 の表示 平成 4年(ワ)第 2075号

平成5&1可ヮ悌2225号， 同6&1可ワ悌2308号

平成13年1月25日 午後l時10分期 日

場所及び公開の有無 京都地方裁判所第 1民事部法廷で公開

裁判長裁判官 水上 敏

裁 塑j 官 井戸 謙一

裁 判 r回~ 田漣 実

裁判所書記官 野 尻嘉信

原告新小ら代谷野理誠正敏人之
山中本国政晴太義 池上哲朗 武田信裕

出頭した当事者等|
被告川栗代藤原理谷口;俊忠人初男夫之 神小上野村沢満勝茂寿充明夫 丸笹下尾子野恭広宗人裕一郎 若下林村民美賢

平成13年3月1日 午前10時00分 口頭弁論

指定期日

弁論の要領

被告
1 別紙「認諾にかかる当事者の表示Jに記載の原告らの「認諾にかかる請求
の表示J記載の請求について，認諾する。

2 準備書面(平成12年12月15日付け)陳述
3 準備書面(平成13年1月25日付け)陳述

原告
準備書面(平成13年1月25日付け)陳述

認諾にかかる当事者の表示及び請求の表示
別紙のとおり

証拠関係別紙のとおり
裁判所書記官
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これは正本である。

平成 /3 年/月 2~ 日
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